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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカスレンズ群、ズームレンズ群、および絞りを有するテレビカメラのレンズ装置
であって、
　フォーカス調節操作を入力するフォーカス操作入力部と、
　ズーム調節操作を入力するズーム操作入力部と、
　フォーカス調節操作ないしズーム調節操作以外の所定の指示操作を入力する指示操作入
力部と、
　前記フォーカス操作入力部に入力されたフォーカス調節操作に従ってフォーカスレンズ
群を移動可能なフォーカス駆動部と、
　前記ズーム操作入力部に入力されたズーム調節操作に従って前記ズームレンズ群を移動
可能なズーム駆動部と、
　前記絞りを駆動して前記絞りの開口径を可変させる絞り駆動部と、
　前記レンズ装置を通過する光量を任意の値に制限する遮光部材と、
　前記遮光部材の制限する光量を変化させる遮光駆動部と、
　前記絞りが開放された場合、前記絞りの開放に応じた被写体像の光量の増分を検出する
光量検出部と、
　前記所定の指示操作の入力と前記フォーカス調節操作の入力が同時にあった場合、前記
絞り駆動部による前記絞りの開放を含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとともに
、前記遮光駆動部を制御し、前記光量検出部の検出した光量の増分を相殺するよう前記遮
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光部材の制限する光量を変化させる制御部と、
　を備え、
　前記光量検出部は、
　前記絞りの開口径の増大に応じた発光量を発光する発光部と、
　前記発光部からの発光を、前記遮光部材を介して受光し、前記発光部からの発光量の増
分を検出する光量増分検出部と、
　を備えたレンズ装置。
【請求項２】
　前記フォーカス駆動部は、前記変更処理の実行後、前記フォーカス調節操作の入力に応
じて前記フォーカスレンズ群を移動する請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、前
記絞り駆動部による前記絞りの開放を終了し、元の状態に復帰させる請求項２に記載のレ
ンズ装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記絞りを元の状態に復帰させることに伴うフォーカス位置のずれを、
前記元の状態に対応した補正値で調節する請求項３に記載のレンズ装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、前
記遮光部材による光量の制限を終了し、元の状態に復帰させる請求項２～４のいずれか１
項に記載のレンズ装置。
【請求項６】
　前記変更処理の実行により前記絞りが開放された場合、前記絞りの開放の前後で、前記
絞りの開口径に相当する絞り位置を検出する絞り位置検出部を備え、
　前記光量検出部は、前記絞り位置検出部の検出した前記絞りの開放の前後における絞り
位置の変化に応じた被写体像の光量の増分を検出する請求項１～５のいずれか１項に記載
のレンズ装置。
【請求項７】
　前記遮光部材は可変ＮＤ(Neutral Density)フィルタを含む請求項１～６のいずれか１
項に記載のレンズ装置。
【請求項８】
　前記指示操作入力部は、現在放映ないし記録中の映像信号である送り返し映像信号への
切り替え操作を入力する送り返し操作入力部、映像信号の記録の開始または停止操作を入
力する映像記録操作入力部、または音声の記録の開始または停止操作を入力する音声記録
操作入力部である請求項１～７のいずれか１項に記載のレンズ装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記所定の指示操作の入力と前記フォーカス調節操作の入力が同時にあ
った場合、前記絞り駆動部による前記絞りの開放および前記ズーム駆動部による前記ズー
ムレンズ群のテレ側への駆動を含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとともに、前
記遮光駆動部を制御し、前記光量検出部の検出した光量の増分を相殺するよう前記遮光部
材の制限する光量を変化させる請求項１～８のいずれか１項に記載のレンズ装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、前
記ズーム駆動部による前記ズームレンズ群のテレ側への駆動を終了し、元の状態に復帰さ
せる請求項９に記載のレンズ装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記ズームレンズ群を元の状態に復帰させることに伴うフォーカス位置
のずれを、前記元の状態に対応した補正値で調節する請求項１０に記載のレンズ装置。
【請求項１２】
　フォーカスレンズ群と、ズームレンズ群と、絞りとを有するテレビカメラのレンズ装置
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であって、フォーカス調節操作を入力するフォーカス操作入力部と、ズーム調節操作を入
力するズーム操作入力部と、フォーカス調節操作ないしズーム調節操作以外の所定の指示
操作を入力する指示操作入力部と、前記フォーカス操作入力部に入力されたフォーカス調
節操作に従ってフォーカスレンズ群を移動可能なフォーカス駆動部と、前記ズーム操作入
力部に入力されたズーム調節操作に従って前記ズームレンズ群を移動可能なズーム駆動部
と、前記絞りを駆動して前記絞りの開口径を可変させる絞り駆動部と、前記フォーカスレ
ンズ群および前記ズームレンズ群を通過する光量を任意の値に制限する遮光部材と、前記
遮光部材の制限する光量を変化させる遮光駆動部と、前記絞りが開放された場合、前記絞
りの開放に応じた被写体像の光量の増分を検出する光量検出部と、を備え、前記光量検出
部は、前記絞りの開口径の増大に応じた発光量を発光する発光部と、前記発光部からの発
光を、前記遮光部材を介して受光し、前記発光部からの発光量の増分を検出する光量増分
検出部と、を備えたレンズ装置が、
　前記所定の指示操作を入力するステップと、
　前記フォーカス調節操作を入力するステップと、
　前記所定の指示操作の入力と前記フォーカス調節操作の入力が同時にあった場合、前記
絞り駆動部による前記絞りの開放を含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとともに
、前記遮光駆動部を制御し、前記光量検出部の検出した光量の増分を相殺するよう前記遮
光部材の制限する光量を変化させるステップと、
　を実行するフォーカシングアシスト方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はレンズ装置およびフォーカシングアシスト方法に係り、特に、テレビカメラの
フォーカスデマンドへのフォーカス指令に連動して被写界深度を浅くする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１によると、カメラとＶＴＲ等を接続しないとき、ＶＴＲＳＷの操作で送り返
し映像出力の切替を行う。
【０００３】
　特許文献２によると、従来監視カメラで焦点を調整する場合、周りの明るさに応じ、光
量を減少させるためのＮＤフィルタ(Neutral Density Filter)をレンズ前に入れることに
より、強制的に絞りを開放する。スイッチが調整モード側に切り替えられることにより、
自動絞りレンズの絞りが強制的に開放となり、被写界深度が浅い状態で焦点を調整可能な
状態になる。
【０００４】
　特許文献３によると、入射する光量に応じて、ＮＤフィルタの光路中へ自動的に挿抜し
、アイリス２の開度を所定量以上に保つことにより、光の回折による解像度の低下を防止
する。
【０００５】
　特許文献４によると、焦点深度の深いワイド側の領域での撮影時には、アイリス連動モ
ード選択スイッチをＯＮ状態にしておくことにより、マスターレンズ群、アイリスおよび
ＮＤフィルタが連動して駆動する。
【０００６】
　特許文献５によると、被写界深度を可変するためにズームレンズを移動する。
【０００７】
　特許文献６によると、受光センサーへの入射光量が所定値より大きいときは可変ＮＤフ
ィルタを透過率の低い方へ回転させ、反対に所定値より小さいときは可変ＮＤフィルタを
透過率の高い方へ回転させる。
【０００８】
　特許文献７によると、初期設定スイッチがＯＮされると、レンズの絞り（アイリス）を
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開放にし、ズームをテレ端にしてフォーカスレンズを移動させてピント調整する。初期設
定スイッチは、レンズ本体に設けてもよいし、テレビカメラ側に設けてもよい。また、初
期設定スイッチは、遠隔操作のためのコントローラに設けてもよいし、フォーカスコント
ローラやズーム／エクステンダーコントローラ等の他のコントローラに初期設定スイッチ
を付加する態様も可能である。さらに、初期設定スイッチは、カメラマンが操作する操作
手段として用意する態様以外に、レンズ装置の電源スイッチと連動させた構成とし、レン
ズ装置の電源投入時に初期設定スイッチが自動的にＯＮとなるように構成することも可能
である。
【０００９】
　特許文献８はＮｅｕｔｒａｌ Ｄｅｎｓｉｔｙ（ＮＤ）フィルタの一例を示す。
【００１０】
　その他、本願に関係する技術として、特許文献９および１０がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平11-168649号公報
【特許文献２】特開2003-234952号公報
【特許文献３】特開平10-210487号公報
【特許文献４】特開2006-195340号公報
【特許文献５】特開2004-170612号公報
【特許文献６】特開平9-145311号公報
【特許文献７】特開平11-127376号公報
【特許文献８】特開2004-333554号公報
【特許文献９】特開2004-280048号公報
【特許文献１０】特許3941078号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　通常、テレビカメラでは、録画やオンエア直前にフォーカシングを行い、ベストピント
の状態の画像を使用する。この場合、ズームをテレに移動してフォーカシングを行い、必
要とする画角に戻すことでピンボケを防いでいる。
【００１３】
　特許文献７のように、初期設定スイッチのオンに応じてレンズの絞り（アイリス）を開
放にし、ズームをテレ端にすることも考えられる。この場合、アイリス開放により、露光
量が増大し、画面を見ながらフォーカシングすることが困難になる。
【００１４】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、テレビカメラのレンズ装置において
、フォーカシングのために絞りを開放した際に、露光量が増大することを防ぐ装置および
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、フォーカスレンズ群、ズームレンズ群、および絞りを有するテレビカメラの
レンズ装置であって、フォーカス調節操作を入力するフォーカス操作入力部と、ズーム調
節操作を入力するズーム操作入力部と、フォーカス調節操作ないしズーム調節操作以外の
所定の指示操作を入力する指示操作入力部と、フォーカス操作入力部に入力されたフォー
カス調節操作に従ってフォーカスレンズ群を移動可能なフォーカス駆動部と、ズーム操作
入力部に入力されたズーム調節操作に従ってズームレンズ群を移動可能なズーム駆動部と
、絞りを駆動して絞りの開口径を可変させる絞り駆動部と、レンズ装置を通過する光量を
任意の値に制限する遮光部材と、遮光部材の制限する光量を変化させる遮光駆動部と、変
更処理の実行により絞りが開放された場合、絞りの開放に応じた被写体像の光量の増分を
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検出する光量検出部と、所定の指示操作の入力とフォーカス調節操作の入力が同時にあっ
た場合、絞り駆動部による絞りの開放を含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとと
もに、遮光駆動部を制御し、光量検出部の検出した光量の増分を相殺するよう遮光部材の
制限する光量を変化させる制御部と、を備えたレンズ装置を提供する。
【００１６】
　フォーカス駆動部は、変更処理の実行後、フォーカス調節操作の入力に応じてフォーカ
スレンズ群を移動する。
【００１７】
　制御部は、フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、絞り駆動部
による絞りの開放を終了し、元の状態に復帰させる。
【００１８】
　制御部は、絞りを元の状態に復帰させることに伴うフォーカス位置のずれを、元の状態
に対応した補正値で調節する。
【００１９】
　制御部は、フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、遮光部材に
よる光量の制限を終了し、元の状態に復帰させる。
【００２０】
　光量検出部は、絞りの開口径の増大に応じた発光量を発光する発光部と、発光部からの
発光を、遮光部材を介して受光し、発光部からの発光量の増分を検出する光量増分検出部
と、を備える。
【００２１】
　好ましくは、変更処理の実行により絞りが開放された場合、絞りの開放の前後で、絞り
の開口径に相当する絞り位置を検出する絞り位置検出部を備え、光量検出部は、絞り位置
検出部の検出した絞りの開放の前後における絞り位置の変化に応じた被写体像の光量の増
分を検出する。
【００２２】
　遮光部材は可変ＮＤ(Neutral Density)フィルタを含む。
【００２３】
　指示操作入力部は、現在放映ないし記録中の映像信号である送り返し映像信号への切り
替え操作を入力する送り返し操作入力部、映像信号の記録の開始または停止操作を入力す
る映像記録操作入力部、または音声の記録の開始または停止操作を入力する音声記録操作
入力部である。
【００２４】
　制御部は、所定の指示操作の入力とフォーカス調節操作の入力が同時にあった場合、絞
り駆動部による絞りの開放およびズーム駆動部によるズームレンズ群のテレ側への駆動を
含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとともに、遮光駆動部を制御し、光量検出部
の検出した光量の増分を相殺するよう遮光部材の制限する光量を変化させる。
【００２５】
　制御部は、フォーカス調節操作の入力の完了から所定時間が経過した場合、ズーム駆動
部によるズームレンズ群のテレ側への駆動を終了し、元の状態に復帰させる。
【００２６】
　制御部は、ズームレンズ群を元の状態に復帰させることに伴うフォーカス位置のずれを
、元の状態に対応した補正値で調節する。
【００２７】
　本発明は、フォーカスレンズ群と、ズームレンズ群と、絞りと、フォーカス調節操作を
入力するフォーカス操作入力部と、ズーム調節操作を入力するズーム操作入力部と、フォ
ーカス調節操作ないしズーム調節操作以外の所定の指示操作を入力する指示操作入力部と
、フォーカス操作入力部に入力されたフォーカス調節操作に従ってフォーカスレンズ群を
移動可能なフォーカス駆動部と、ズーム操作入力部に入力されたズーム調節操作に従って
ズームレンズ群を移動可能なズーム駆動部と、絞りを駆動して絞りの開口径を可変させる
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絞り駆動部と、レンズ装置を通過する光量を任意の値に制限する遮光部材と、遮光部材の
制限する光量を変化させる遮光駆動部と、変更処理の実行により絞りが開放された場合、
絞りの開放に応じた被写体像の光量の増分を検出する光量検出部と、を備えたレンズ装置
が、所定の指示操作を入力するステップと、フォーカス調節操作を入力するステップと、
所定の指示操作の入力とフォーカス調節操作の入力が同時にあった場合、絞り駆動部によ
る絞りの開放を含む浅い被写界深度への変更処理を実行するとともに、遮光駆動部を制御
し、光量検出部の検出した光量の増分を相殺するよう遮光部材の制限する光量を変化させ
るステップと、を実行するフォーカシングアシスト方法を提供する。
【発明の効果】
【００２８】
　この発明によると、所定の指示操作の入力とフォーカス調節操作の入力が同時にあった
場合、絞り駆動部による絞りの開放を含む浅い被写界深度への変更処理を実行する。撮影
者は、送り返し映像切替操作の入力とフォーカス調節操作の入力が同時に行うことで、被
写界深度を浅くできる。またその際に増大した露光量を遮光部材で相殺するため、撮影者
は、モニタを見ながら正確かつ素早くフォーカシングできる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】テレビカメラシステムの一実施形態を示した外観図
【図２】第２実施形態に係るレンズ装置およびテレビカメラシステムのブロック図
【図３】フォーカシングアシスト処理のフローチャート
【図４】第２実施形態に係るレンズ装置のブロック図
【図５】テレビカメラシステムの他の実施形態を示した外観図
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明が適用されるテレビカメラシステムの一実施形態を示した外観図である
。同図に示すようにテレビカメラ１０は、主に放送用または業務用に使用されるテレビカ
メラであり、レンズ装置１２とカメラ本体１４とで構成され、図示しないペデスタルドリ
ー上に設置された雲台に支持されている。
【００３１】
　雲台には、左右２本のパン棒が延設されており、右側のパン棒のグリップ部には、フォ
ーカスデマンド（フォーカスコントローラ）２６が設置され、左側のパン棒のグリップ部
にはズームデマンド（ズームコントローラ）２０が設置されている。撮影時、カメラマン
は、右手でフォーカスデマンド２６を把持し、左手でズームデマンド２０を把持している
。
【００３２】
　レンズ装置１２には、周辺機器または外部機器との接続をするために、ＲＳ－２３２Ｃ
（その他の通信形式でもよい）インターフェース１５が配置される。またレンズ装置１２
には、フォーカスデマンド２６やズームデマンド２０と接続をするためのＲＳ－４８５イ
ンターフェース１６が配置される。
【００３３】
　ＲＳ－２３２Ｃインターフェース１５には、現在記録中または放映中の送り返し映像信
号が、他のカメラ本体やテレビスタジオマスターシステムから入力される。
【００３４】
　フォーカスデマンド２６には、回動可能なフォーカスノブ３０が設けられており、マニ
ュアルフォーカス（ＭＦ）によりフォーカス制御を行う際に、このフォーカスノブ３０を
回動操作すると、その回動位置に応じたフォーカス位置を目標位置としてフォーカスレン
ズ群６４ａ（後述）の移動を指令するフォーカス制御信号がフォーカスデマンド２６から
レンズ装置１２に与えられる。これにより、レンズ装置１２のフォーカスレンズがフォー
カス制御信号によって指令された目標位置に移動する。
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【００３５】
　ズームデマンド２０には、回動可能なサムリング３４が設けられており、そのサムリン
グ３４を左右方向に回動操作すると、回動位置に応じたズーム速度を目標速度としてズー
ムレンズ群６４ｂ（後述）の移動を指令するズーム制御信号がズームデマンド２０からレ
ンズ装置１２に与えられる。これにより、レンズ装置１２のズームレンズ群６４ｂがズー
ム制御信号によって指令された目標速度で移動する。
【００３６】
　また、本図では省略するが、フォーカスデマンド２６には、オートフォーカス（ＡＦ）
に関する各種操作部材が設けられるとともに、ＡＦによりピントを合わせる対象の被写体
範囲（ＡＦの対象範囲）を示すＡＦ枠の制御（位置等の変更）を行うためのＡＦ枠制御装
置（ＡＦ枠自動追尾装置）が組み込まれ、そのＡＦ枠制御装置の各種操作部材もフォーカ
スデマンド２６に設けられている。
【００３７】
　カメラ本体１４の上には、表示装置であるビューファインダー３６が設置されている。
このビューファインダー３６には、本テレビカメラ１０で撮影されている被写体の映像が
表示されるため、カメラマンはその映像を見ながらフォーカスデマンド２６やズームデマ
ンド２０を操作することによって所望の構図で被写体を撮影することができるようになっ
ている。尚、以下において、撮影映像または撮影画像と称した場合には、テレビカメラ１
０で現在撮影されている映像または画像を示すものとする。
【００３８】
　また、ビューファインダー３６に表示される撮影映像には、現在ＡＦ枠が設定されてい
る位置、大きさ、形状（縦横比）を示すＡＦ枠の画像が重畳されて表示されるようになっ
ており、ＡＦによりフォーカス制御を行う場合には撮影映像内のどの範囲の被写体にピン
トが合わせられるかを知ることができるようになっている。尚、ＭＦとＡＦのフォーカス
制御は、フォーカスデマンド２６に設けられたフォーカスモードスイッチ等で切り換えら
れるようになっている。
【００３９】
　ズームデマンド２０には、送り返しスイッチ（ＲＥＴ－ＳＷ）３５やマイクスイッチ３
７が設けられている。ＲＥＴ－ＳＷ３５は、他のカメラ本体あるいはテレビスタジオマス
ターシステムから、ＲＳ－２３２Ｃインターフェース１５を経由して、カメラ本体１４に
送り返し映像信号が送り返されるようにするためのスイッチである。ＲＥＴ－ＳＷ３５の
オン（送り返し信号要求の発生）に応じ、オンエア信号は、カメラ本体１４に送られ、ビ
ューファインダー３６に表示される。ＲＥＴ－ＳＷ３５がオフのときは、映像信号処理回
路７１から出力された映像が、ビューファインダー３６に表示される。ＲＥＴ－ＳＷ３５
は、ロック式（一旦押下すると再び押下するまでオン状態が継続）でもノンロック式（押
下が継続する限りでオン状態が継続）でもよい。
【００４０】
　図２はテレビカメラ１０のブロック図である。
【００４１】
　レンズ装置１２は、カメラ本体１４のレンズマウントに装着される撮影レンズ６４を備
えており、その撮影レンズ６４により、被写体がカメラ本体１４の撮像素子７０の撮像面
に結像されるようになっている。撮影レンズ６４には、その構成要素としてフォーカスレ
ンズ群６４ａ、ズームレンズ群６４ｂ、可変ＮＤ（Ｎｅｕｔｒａｌ Ｄｅｎｓｉｔｙ）フ
ィルタ６４ｃ、絞り６４ｄ、マスターレンズ群６４ｅなどの撮影条件を調整するための可
動部が設けられており、それらの可動部は、モータ（サーボ機構）などの駆動系によって
電動駆動されるようになっている。例えば、フォーカスレンズ群６４ａやズームレンズ群
６４ｂは光軸Ｌに沿った方向に移動し、フォーカスレンズ群６４ａが移動することによっ
てフォーカス（被写体距離）調整が行われ、またズームレンズ群６４ｂが移動することに
よって焦点距離（ズーム倍率）調整が行われる。
【００４２】
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　可変ＮＤフィルタ６４ｃは、連続的あるいは段階的な透過率を複数有しており、印加す
る電圧を変化させるか、あるいは機械的に回転させることで、それらの中から任意の透過
率を選択し、撮像素子７０へ結像する被写体像の受光量を調節する。
【００４３】
　尚、ＡＦに関するシステムにおいては、少なくともフォーカスレンズ群６４ａが電動で
駆動できればよく、その他の可動部は手動でのみ駆動可能であってもよい。
【００４４】
　また、レンズ装置１２には、レンズＣＰＵ６５やＡＦユニット６６などが搭載されてい
る。レンズＣＰＵはレンズ装置１２全体を統括制御するものである。また、ＡＦユニット
６６は、ＡＦによるフォーカス制御（自動ピント調整）を行うために必要な情報を取得す
るための処理部であり、ＡＦ処理部２７やＡＦ用撮像回路等（図示を省略）から構成され
ている。
【００４５】
　また、レンズ装置１２には、後述のフォーカシングアシスト処理による絞り６４ｄの駆
動に伴う撮像素子７０の受光量の増大を抑えるため、可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度（減
光率）調節により該受光量を一定に保つための光量調整部５０が備えられている。
【００４６】
　可変ＮＤフィルタ６４ｃの側部には、絞り６４ｄの前段および後段の光路から分岐した
被写体光を遮る遮光板６０ａ・遮光板６０ｂがそれぞれ設けられている。ＬＥＤ６１と受
光素子６２は、遮光板６０ａ・遮光板６０ｂにより、撮影レンズ６４の光路から隔てられ
て設置されている。そのため、受光素子６２は、その光路から分岐した被写体光を受光せ
ずＬＥＤ６１の光のみを受光する。ＬＥＤ６１の発光量は定常である。
【００４７】
　レンズＣＰＵ６５は、絞り６４ｄの開口径の増大と連動し、それに応じて増大する露光
量の増分ΔＥＶを相殺する可変ＮＤフィルタ６４ｃの目標濃度（減光率）を決定する。レ
ンズＣＰＵ６５は、該決定された濃度に対応するデジタル信号をＤ／Ａ変換器６３に入力
する。このデジタル信号はＤ／Ａ変換器６３で電圧信号に変換され、可変ＮＤフィルタ６
４ｃの駆動系に印加される。これにより可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度が調節される。
【００４８】
　受光素子６２がＬＥＤ６１から受光した光の受光量に対応する電圧信号は、Ａ／Ｄ変換
器６９によりデジタル信号化されてレンズＣＰＵ６５に入力される。レンズＣＰＵ６５は
、該受光量から、現在の可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度（減光率）を算出する。これは、
該受光量をＬＥＤ６１の定常発光量で除算することで算出できる。レンズＣＰＵ６５は、
現在の可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度と目標濃度とを比較し、それらの差異が解消するよ
う目標濃度（減光率）を再び決定し、該決定された濃度に対応する制御信号をＤ／Ａ変換
器６３を経由して可変ＮＤフィルタ６４ｃの駆動系に印加する。この駆動系が、この制御
信号に対応した透過率をさらに選択することで、可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度が調節さ
れ、撮像素子７０の受光量が、絞り６４ｄの開放の前後で保たれるように調節される。
【００４９】
　カメラ本体１４にはレンズ装置１２とケーブルで接続するためのインターフェース（Ｉ
／Ｆ）５２が設けられており、ＳＣＩ６８・７３を通じてレンズＣＰＵ６５と本体ＣＰＵ
７２の間のシリアル通信により各種信号のやり取りが行えるようになっている。
【００５０】
　これにより、カメラ本体１４の本体ＣＰＵ７２から送出された各種制御信号がレンズＣ
ＰＵ６５に与えられ、その制御信号に従った処理がレンズＣＰＵで実行されるようになっ
ている。例えば、ＡＦによるフォーカス制御（ＡＦモード）の指示が与えられた場合には
、不図示のＡＦユニットから得られる焦点評価値に基づいてＡＦによるフォーカス制御が
行われ、ＭＦによるフォーカス制御（ＭＦモード）の指示が与えられた場合には、不図示
のフォーカスノブの操作に基づいて与えられるフォーカス位置指令信号に従ってＭＦによ
るフォーカス制御が行われるようになっている。
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【００５１】
　映像信号処理回路７１は、撮像素子７０から出力された映像信号をデジタル処理し、Ｈ
ＤＴＶ信号に変換して、ビューファインダー３６に出力する。
【００５２】
　ＳＣＩ６８・７３は、レンズ装置１２とカメラ本体１４との間でシリアル通信を行うた
めのインターフェース回路である。この通信では、各種指令、上記ＡＦ枠情報等が送受信
される。
【００５３】
　図３は、テレビカメラシステムが実行するフォーカシングアシスト処理のフローチャー
トを示す。この処理は、映像の記録やオンエアの前に行われる。
【００５４】
　Ｓ１では、図示しない操作手段への操作に従って出力されるコントロール信号に基づい
て、フォーカスレンズ群６４ａ以外の可動部、例えばズームレンズ群６４ｂを、操作者の
所定の操作に従って電動駆動する。
【００５５】
　Ｓ２では、レンズＣＰＵ６５は、フォーカスデマンド２６のフォーカスノブ３０へのマ
ニュアルフォーカス（ＭＦ）操作があったか否かを判断する。Ｙｅｓの場合はＳ３、Ｎｏ
の場合はＳ１０に進む。
【００５６】
　Ｓ３では、レンズＣＰＵ６５は、ＭＦ操作に応じ、フォーカスレンズ群６４ａを駆動し
、ピント合わせを開始する。
【００５７】
　Ｓ４では、レンズＣＰＵ６５は、ＭＦ操作があったことに加えてＲＥＴ－ＳＷ３５がオ
ンになったか否か（フォーカシングアシスト要求があったか否か）を判断する。Ｙｅｓの
場合はＳ５、Ｎｏの場合はＳ１１に進む。
【００５８】
　フォーカシングアシスト要求は、フォーカス操作とＲＥＴ－ＳＷ３５のオンが同時に行
われることで発生する。
【００５９】
　Ｓ５では、レンズＣＰＵ６５は、ズームレンズ群６４ｂがテレ端に移動するよう駆動系
に指示する。
【００６０】
　Ｓ６では、レンズＣＰＵ６５は、絞り６４ｄが開放になるよう駆動系に指示する。Ｓ５
およびＳ６は、マニュアルフォーカシングを素早く高精度にするために、被写界深度を浅
くする処理である。そのためには、Ｓ５およびＳ６のうち少なくとも一方が実行されれば
足りるが、Ｓ６は必須とし、好ましくは、Ｓ５とＳ６の双方が実行される。
【００６１】
　Ｓ７では、レンズＣＰＵ６５は、光量調整部５０を介し、絞り６４ｄの開放の前後で光
量が変化しないよう、可変ＮＤフィルタ６４ｃの濃度を選択し、受光量を調節する。
【００６２】
　Ｓ８では、レンズＣＰＵ６５は、図示しないＲＡＭに記憶される、アシストフラグをオ
ンに設定する。さらにレンズＣＰＵ６５は、アシストフラグのオンに応じ、本体ＣＰＵ７
２は、ビューファインダー３６へ出力する映像信号を、Ｉ／Ｆ５２経由の送り返し映像信
号から、映像信号処理回路７１経由の映像信号に切り替える。ただし、アシストフラグの
オンの際に、既にビューファインダー３６へ映像信号処理回路７１経由の映像信号が出力
されている場合、この切り替えは不要であり、映像信号処理回路７１経由の映像信号の出
力を継続する。
【００６３】
　Ｓ９では、レンズＣＰＵ６５は、不図示のタイマーによる計時を開始する。その後、Ｓ
１に戻る。
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【００６４】
　Ｓ１０では、Ｓ９による計時の開始から所定の時間、例えば０．３秒が経過したか否か
を判断する。Ｙｅｓの場合はＳ１１に進み、Ｎｏの場合はＳ９に戻る。
【００６５】
　Ｓ１１では、レンズＣＰＵ６５は、アシストフラグがオンであるか否かを判断する。Ｙ
ｅｓの場合はＳ１２に進み、Ｎｏの場合はＳ９に戻る。
【００６６】
　Ｓ１２では、レンズＣＰＵ６５は、ズームレンズ群６４ｂがＲＥＴ－ＳＷ３５押下前の
位置に戻るよう駆動系に指示する。この指示に応じ、ズームレンズ群６４ｂが駆動され、
画角が元に戻る。
【００６７】
　ズームレンズ群６４ｂの位置の復帰に伴うフォーカス位置のずれは、自動的に補正され
てもよい。例えば、ズームレンズ群６４ｂの元の位置からテレ端までの移動量に対応した
フォーカスレンズ群６４ａの位置補正量を予めレンズ装置１２のＥＥＰＲＯＭなどに記憶
しておき、レンズＣＰＵ６５は、復帰後のズームレンズ群６４ｂの元の位置に対応した位
置補正量だけフォーカスレンズ群６４ａを駆動することで、フォーカス位置のずれを補正
する。
【００６８】
　Ｓ１３では、レンズＣＰＵ６５は、絞り６４ｄがＲＥＴ－ＳＷ３５押下前の開口径に戻
るよう駆動系に指示する。
【００６９】
　この絞り６４ｄの開口径の復帰に伴うフォーカス位置のずれは、自動的に補正されても
よい。例えば、絞り６４ｄの元の開口径と開放時の開口径の差に対応したフォーカスレン
ズ群６４ａの位置補正量を予めレンズ装置１２のＥＥＰＲＯＭなどに記憶しておき、レン
ズＣＰＵ６５は、復帰後の絞り６４ｄの元の開口径に対応した位置補正量だけフォーカス
レンズ群６４ａを駆動することで、フォーカス位置のずれを補正する。
【００７０】
　Ｓ１４では、レンズＣＰＵ６５は、可変ＮＤフィルタ６４ｃがＲＥＴ－ＳＷ３５押下前
の濃度に戻るよう駆動系に指示する。
【００７１】
　Ｓ１５では、レンズＣＰＵ６５は、アシストフラグをオフにする。そして、Ｓ９に戻る
。
【００７２】
　尚、図示は省略するが、ＭＦ操作がないまま、単にＲＥＴ－ＳＷ３５がオンになった場
合（送り返し信号要求が発生した場合）、レンズＣＰＵ６４は、Ｉ／Ｆ５２経由で、送り
返し信号要求の発生を通知するととともに、送り返し映像信号を本体ＣＰＵ７２に送る。
本体ＣＰＵ７２は、該要求発生の通知を受信すると、ビューファインダー３６へ出力する
映像信号を、映像信号処理回路７１経由の映像信号から、Ｉ／Ｆ５２経由の送り返し映像
信号に切り替える。
【００７３】
　以上の処理により、撮影者が、フォーカス操作と同時にＲＥＴ－ＳＷ３５をオンにして
フォーカスアシスト要求を発生させると、絞りの開放（およびズームのテレ側移動）で、
被写界深度が浅くなる。ＲＥＴ－ＳＷ３５は、ズームデマンド２０など、レンズ装置１２
の操作のしやすい場所に元々設けられているため、撮影者は、特別に設けられた操作手段
を操作することなく、被写界深度を浅くし、マニュアルフォーカス操作を素早くかつ高精
度で行うことができる。
【００７４】
　また、フォーカスアシスト要求の発生によって、絞り６４ｄが開放されても、可変ＮＤ
フィルタ６４ｃの濃度調整により、該開放による露光量の増大が防止され、ビューファイ
ンダー３６の映像を見てフォーカシング操作する撮影者に悪影響を与えない。
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【００７５】
　さらに、誤ってフォーカスアシスト要求を発生させても、ＭＦ操作を行わず所定時間が
経過すれば、元の被写界深度に戻るため、撮影の支障は小さい。あるいは、フォーカスア
シスト要求を発生させようとして誤って送り返し信号要求が発生しても、ビューファイン
ダー３６にオンエア信号が表示されるだけで、撮影の支障は小さい。
【００７６】
　また、ＭＦ操作だけがされた場合（Ｓ２でＹｅｓかつＳ４でＮｏ）は、ズームレンズ群
ｂ６４や絞り６４ｄと連動しないフォーカス調整が可能である。
【００７７】
　＜第２実施形態＞
　図４は本発明の第２実施形態に係るテレビカメラシステムを構成するレンズ装置１２０
の要部を示す。図示は省略するが、レンズ装置１２０は、レンズ装置１２と同様、ＳＣＩ
６８を介して、図１と同様のカメラ本体１４と接続するとともに、ＲＳ－４８５インター
フェース１６を介して、フォーカスデマンド２６やズームデマンド２０と接続し、テレビ
カメラシステムを構成する。
【００７８】
　レンズ装置１２０は、第１実施形態の光量調整部５０ではなく、光量調整部５００を有
している。それ以外の構成は第１実施形態と同様である。光量調整部５００に備えられる
ブロックのうち、第１実施形態と同一のものには、同一の符号を付している。
【００７９】
　光量調整部５００に備えられるＧＣＡ（ゲインコントロールアンプ）部６７は、上述の
フォーカシングアシスト処理の実行時、受光素子６２の出力（ＤＣ信号）を所定のレベル
に保つよう、可変ＮＤフィルタ６４ｃの透過率の選択を制御する。
【００８０】
　一方、レンズＣＰＵ６５は、絞り６４ｄの開放に連動して、ＬＥＤ６１の発光量を制御
する。すなわち、絞り６４ｄの開口径が増大するにつれてＬＥＤ６１の発光量を増大させ
るよう制御する。ＧＣＡ部６７は、受光素子６２の受光した受光量の増大分に応じ、可変
ＮＤフィルタ６４ｃに透過率を減少させる（減光率を増加させる）電圧信号を印加する。
これにより、絞り６４ｄの開口径の増大による露光量の増分ΔＥＶが相殺される。このよ
うに、本テレビカメラシステムでも、図４のフォーカシングアシスト処理を実施すること
ができ、フォーカス時の絞り開放により撮像素子７０への受光量が増加することなく一定
に保たれる。
【００８１】
　あるいは、レンズＣＰＵ６５は、ホール素子など公知の絞り位置検出手段にて絞り６４
ｄの開放前後の絞り位置（Ｆ値）を検出し、その絞り位置の変化に対応する露光量の増分
ΔＥＶを相殺するよう可変ＮＤフィルタ６４ｃの透過率の選択を制御してもよい。
【００８２】
　＜第３実施形態＞
　上記第１ないし第２実施形態のフォーカシングアシスト処理のＳ４において、分岐のト
リガーとなるのはＲＥＴ－ＳＷ３５のオン・オフに限られない。例えば、図１のマイクス
イッチ３７、あるいは図５のようなＥＮＧカメラのＶＴＲスイッチ８０、あるいは図示し
ないバックフォーカスツマミのオンまたはオフに応じて、Ｓ５またはＳ１１に進んでもよ
い。
【００８３】
　ただし、バックフォーカスツマミのオンがされた場合、Ｓ６のみを実行し、Ｓ５は省略
することが好ましい。さらに好ましくは、トラッキングの感度を上げるため、ズームレン
ズ群６４ｂをワイド端に移動させるとよい。
【符号の説明】
【００８４】
　１２：レンズ装置、１４：カメラ本体、２６：フォーカスデマンド、３５：ＲＥＴ－Ｓ
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Ｗ、３６：ビューファインダー、６４：撮影レンズ、５０：光量調整部、６５：レンズＣ
ＰＵ、７２：本体ＣＰＵ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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